
令和５年度 

第１回 高崎市新町地域振興協議会 次第 

 
 
日 時：令和５年８月４日（金） 

午後１時３０分開会 
会 場：新町支所 ３階 大ホール 

 
 

１ 開  会  
 
 
２ 挨  拶 

 
 

３ 議  事 
（１）新町地域に関わる事業報告について        

 
（２）新町地域のまちづくりに関する意見について    

 
 

４ 連絡事項 
 
 
 ５ 閉  会 
 
 
 

<配布資料> 

 

資 料 １ 新町地域に関わる事業報告一覧 
 
資 料 ２ 新町地域のまちづくりに関する意見一覧 
 
参考資料 令和５年度当初予算の概要 



  
 



 

 

 

 

資料１ 

 

新町地域に関わる事業報告一覧 

 
ページ 事 業 名 所  属 

1 国道１７号本庄道路事業 都市計画課 

3 新町中排水区の雨水対策事業 整備課 

5 新町住民体育館耐震改修事業 スポーツ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
 



 

 

新町地域に関わる事業報告書 

 令和５年４月１日現在 

事務事業名 国道１７号本庄道路事業 
所属 

（支所） 

都市整備部都市計画課 

（新町支所地域振興課） 

実施期間 平成１５年度～ 事業の種類 ハード事業 

 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

国道１７号の交通渋滞の緩和、

事故対策及び沿道環境の改

善、また神流川橋の架け替え

による防災・震災対策のため 

・国道１７号本庄道路の整備 

・神流川橋の架け替え 

道路延長 L=13.1ｋｍ 

 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

現計 

予算額 
決算見込額 令和４年度事業実績 

合計   （Ⅰ期）：埼玉県本庄市沼和田～群馬県高崎市新町 

計画延長 Ｌ＝７．０ｋｍ（うち高崎市区間 Ｌ＝０．５ｋｍ） 

・事業進捗率  約６０％ 

・用地進捗率  約９５％ 

・神流川橋架替区間が令和４年１２月に暫定２車線で開通。

（Ⅱ期）：埼玉県深谷市岡～埼玉県本庄市沼和田 

計画延長 Ｌ＝６．１ｋｍ 

・事業進捗率  約 １％ 

・用地進捗率     ０％ 

国   

県   

地方債   

その他   

一般   

 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
令和５年度事業予定 

合計  （Ⅰ期） 

・調査設計、用地買収、改良工、橋梁下部工を実施する予定。 

（Ⅱ期） 

・測量業務を実施。 

国  

県  

地方債  

その他  

一般  
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新町地域に関わる事業報告書 

  

事務事業名 新町中排水区の雨水対策事業 
所属 

（支所） 

下水道局整備課 

（新町支所地域振興課） 

実施期間 令和２年度～ 事業の種類 ハード事業 

 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

新町中排水区における雨水対

策のため 

高崎市公共下水道事業計画

に基づき雨水幹線を整備する 

排水区面積 A=５４．０ha 

 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

現計 

予算額 
決算見込額 令和４年度事業実績 

合計   繰越工事 

・烏川雨水３号幹線築造工事（第２工区） 

路線延長 L＝１１４．０ｍ 

管渠工φ２２００ｍｍ（推進工法）、 

□２２００×２２００ｍｍ（開削工法） 

特殊マンホール １箇所 

 

完成予定：令和５年７月３１日 

国   

県   

地方債   

その他   

一般   

 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
令和５年度事業予定 

合計 237,000 ・烏川雨水３－３号幹線築造工事（第１工区） 

 路線延長 L＝２１９．５ｍ 

管渠工φ１５００ｍｍ（推進工法） 

 

発注予定：令和５年８月下旬 

国 86,200 

県  

地方債 138,100 

その他  

一般 12,700 
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新町地域に関わる事業報告書 

  

事務事業名 新町住民体育館耐震改修事業 
所属 

（支所） 
総務部スポーツ課 

実施期間 令和４年度～令和５年度 事業の種類 ハード事業 

 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

柔道場の機能を維持し、既施

設を防災倉庫として有効活用

するため、耐震改修を行うも

の。 

柔道場改修 

北側壁補強 

トイレ洋式化 

 

 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

現計 

予算額 
決算見込額 令和４年度事業実績 

合計 1，500 1，485 〇新町住民体育館各種調査業務 

（調査期間：令和４年８月～令和４年９月） 

・耐震診断ほか調査 

・アスベスト等調査 

・躯体等調査 

国   

県   

地方債   

その他   

一般 1，500 1，485 

 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
令和５年度事業予定 

合計 26，588 〇新町住民体育館耐震改修工事設計業務 

（設計期間：令和５年４月～令和５年６月） 

〇新町住民体育館耐震改修工事 

（予定期間：令和５年９月～令和６年１月） 

国  

県  

地方債  

その他  

一般 26，588 
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資料２ 

 

 

 

新町地域のまちづくりに関する意見一覧 

（回答あり） 
 

 

 

 

 

 

 

新町支所 地域振興課 
  



 



 
 

■ 新町地域〔令和５年８月４日（金）開催〕                                           
内容区分 意  見 回  答 

１ ． 新 町 駅 前 通 り の空

き店舗活用について 

近 年 は少 子 高 齢 化 が進 み、さらに新 型 コロナウィ

ルス感 染 症 の流 行 で人 的 交 流 も減 った結 果 、経 済

や地域コミュニティの形成に影響が出ている。 

新町駅前通りなどの商店 街も、かつての賑わいが

無 くなり、シャッターを閉 めている店 も多 くなってい

る。駅 や国 道 からのアクセスも良 い中 心 街 ではある

が、残念ながら活気がなくなっている。 

そこでその駅前通りに、高齢者や子育て中のママ

さんたちなどが気軽に足を運べる様な居場所を商店

街の空き店舗や空き家を利用して作ることができれ

ば、コミュニティの形成に寄与できるとともに、人的交

流も増え、ひいては商店街の賑わいの創出にも繋が

るのではないかと思う。 

商店街を元気にするためにも、空き店舗の活用に

ついて市の考えを伺いたい。 

 

高 崎 市 では、空 き店 舗 を活 用 した店 舗 の出 店 や改

修 については、魅 力 ある商 店 づくりを応 援 する「まちな

かリニューアル助成事業」で、空き家住宅を活用した住

宅 やサロンの改修 については、「空 き家 緊急 総合対 策

事 業 」で助 成 を行 う等 、先 進 的 な取 り組 みを実 施 して

いる。 

また新町地域は駅を中心 にまちづくりを行っており、

その一 環 として、駅 前 通 りで花 の植 栽 を行 う「しんまち

花いっぱい運動推進協議会 」への助成、「桜まつり」や

「山 車 まつり」を市 で主 催 するなど、期 間 限 定 ではある

が、賑わいを創出する各種イベントも行っている。さらに

は地 域 の各 団 体 が主 催 するイベント等 においても、毎

回多くの来場者が訪れている。 

今後も地域の皆様のご理解・ご協力を得ながら、駅

を中心とした利便性の高い地域づくりを目指し、地域

一体となってまちづくりに取り組んでいく。 
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■ 新町地域〔令和５年８月４日（金）開催〕                                            
内容区分 意  見 回  答 

２．ひとり親家庭への支

援について 

高 崎 市 には、常 日 頃から母子 寡婦 会 の活動 にご

理解とご協力を賜り深く感謝申し上げる。ひとり親家

庭への支援について質問させていただく。 

高 崎 市 や新 町 に限 った話 ではないが、近 年 、や

むを得 ない理 由 で、ひとり親 家 庭 となる事 例 が増 え

ている。一 方 で寡 婦 会 に入 会 を希 望 する方 は年 々

減っており、こちらでも正確 な人 数 を把 握 できず、会

としての役割も十分に果たせていない状況でもある。

それでも何 らかの支 援 を必 要 としている、ひとり親 家

庭は数多くあると考えている。 

そこで、ひとり親家庭への支援についての現状と、

今後の支援等についての市の考えを伺いたい。 

 

ひとり親 家 庭 への支 援 として、１８歳 までの児 童 のい

る世帯に、所得に応じて支給を行う児童扶養手当をは

じめ、子 どもの進 学 やひとり親 家 庭 の自 立 支 援 のため

に貸 し付 けを行 う母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 制 度 、

看 護 師等 の就職 に有利 な資 格を取得 する際 に、生 活

費の一部を支給する高等職業訓練促進給付金、教育

訓 練 講 座 の受 講 料 を補 助 する自 立 支 援 教 育 訓 練 給

付 金 、学 用 品 費 や給食 費 などの一 部 を援助 する就 学

援助制度、医療費の自己負担相当額を助成する福祉

医療費助成制度等がある。 

なお、本 市 における児 童 扶 養 手 当 の支 給 状 況 は、

令和４年度末の時点で受給資格者２，５９６人のうち２，

１９０人が受給者となっている。 

また、令 和 ５年 度 は昨 年 度 に引 き続 き、国 による給

付 金 として、食 費 等 の物 価 高 騰 に直 面 する児 童 扶 養

手 当受給者 等に対し、児 童 １人当たり５万円 を支給 す

る子育て世帯生活支援特別給付金給付事業を実施し

ている。 

今 後 も引 き続 き、ひとり親 家 庭 への適 切 な支 援 に努

めていきたいと考えている。 
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■ 新町地域〔令和５年８月４日（金）開催〕                                                      
内容区分 意  見 回  答 

３．ハザードマップの改

定内容と活用について 

質問に先立ち、昨年度 、第７区に排水ポンプを設

置 いただいたことにお礼 を申 し上 げる。令 和 元 年 度

の台 風 １９号 の際 の内 水 氾濫 のような災害 が発 生し

た時には、力を発揮してくれるものと期待している。 

さて、新町地域の災害を考える中で、一番影響が

あるのは水 害 である。烏 川 、神 流 川 、温 井 川 の３河

川 に囲 まれた全 域 が洪 水 浸 水 想 定 区 域 となってい

るた め 、平 常 時 から水 害 に 対 す る意 識 を 持 つこ と

や、防 災 への関 心 を高 めることが大 切 である。将 来

を担 う小学生も防 災をテーマに学習に取 り組んでい

ると聞いている。 

このような中 、今 年の３月 にハザードマップが改定

され、全戸配布されたところである。ハザードマップに

は洪 水 浸 水 想 定 区 域 や土 砂 災 害 警 戒 区 域 などが

示 されている他 、様 々な防 災 情 報 もわかりやすく掲

載されている。 

そこで、今回ハザードマップが改定された内容と、

今後このハザードマップなどを活用した市民への防

災啓発をどのように行っていく計画なのか伺いたい。 

まず、ハザードマップ改 定 の経 緯 については、近 年

の気 象変 動により、災害 が激甚 化 、頻 発化する中 、全

国 各地 で洪水 浸水想 定区 域の指 定 対象 とされていな

かった中小河川において、多くの洪水 被害が発 生した

ことから、水防法が改正され新たに中小河川の洪水浸

水想定区域を加えた内容を中心に改定した。 

次にハザードマップなどを活 用した今後 の防災啓発

については、本市では、いざという時 、的確な行動に移

せるよう、それぞれの地域特性を踏まえた防災をテーマ

とした出 前 講 座 や小 中 学 校 における防 災 教 育 講 座 な

どを実施し、地域防災力の向上に努めている。 

新 町 地 域 の特 性 としては、全 域 が洪 水 浸 水 想 定 区

域であり、ＪＲ高崎線南側に比べ北側ほど浸水深が深く

なると想定されており、周辺にも高台が少ない状況であ

る。 

そのため、水害が想定 される場合には、地域の防災

拠点となる新町防災アリーナやその他 の避難所、安全

な知 人 宅 などへ早 めの避 難行 動 を心 がけていただくこ

とが重要となるので、引き続き周 知、防災啓発を図って

いく。 

また、隔 年 で開 催 している高 崎 市 総 合 防 災 訓 練 を

本年１１月に、新町防災アリーナを会場に実施し、地域

住民への防災意識の啓発にもつなげていきたいと考え

ている。 

今後も、ハザードマップなどを活用した様々な取組を

通じ、平時から災害を自分事 に捉え、防災について身

近 に感 じていただけるよう周 知 啓 発 活 動 を進 めていき

たいと考えている。 
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◇ 予　算　規　模 1

◇ 一般会計予算の概要 2

　　

　　１　歳　入

　　２　歳　出（目的別）

　　３　歳　出（性質別）

　　４　その他の資料

◇ 【令和５年度当初予算の主要事業】 7

令 和 ５ 年 度
（ ２０２３年度 ）

当初予算の概要

高　崎　市



・ 一般会計　１,６６１億５,０００万円　（前年度対比＋１.３％）

・ 特別会計　７７４億５,８０６万円　　（前年度対比＋１.９％）

・ 水道事業会計　１０４億７,４２６万円　（前年度対比＋０.９％）

・ 公共下水道事業会計　１４０億１,８９１万円　（前年度対比＋１.５％）

・

伸び率

1,661 億 5,000 万円 1,640 億 2,000 万円 1.3

774 億 5,806 万円 760 億 2,288 万円 1.9

 国民健康保険事業特別会計 347 億 5,910 万円 340 億 5,802 万円 2.1

 介護保険特別会計 366 億 7,860 万円 360 億 8,903 万円 1.6

 牛伏ドリームセンター事業
 特別会計

1 億 1,733 万円 1 億 1,384 万円 3.1

 母子父子寡婦福祉資金貸付
 事業特別会計

1 億 2,230 万円 8,932 万円 36.9

 後期高齢者医療特別会計 56 億 5,229 万円 55 億 4,095 万円 2.0

 農業集落排水事業特別会計 1 億 2,844 万円 1 億 3,172 万円 △ 2.5

2,436 億 806 万円 2,400 億 4,288 万円 1.5

104 億 7,426 万円 103 億 7,599 万円 0.9

140 億 1,891 万円 138 億 675 万円 1.5

2,681 億 123 万円 2,642 億 2,562 万円 1.5

※万円未満四捨五入。計欄の予算額と各会計の予算額の合計は一致しません。

　主な新規・拡大事業  ・商工業融資資金預託金

　・子ども医療費助成 １６.８億円 (＋１.５億円) 縮小 (△４３.９億円)　

　　（高校生世代まで対象を拡大）  ・新町駅バリアフリートイレ設置

　・保育・介護人材確保事業 ０.５億円 (＋０.４億円) 　 工事 終了 (△　０.１億円)  

　・児童相談所整備事業 ７.１億円 (＋６.２億円)  ・八幡霊園整備

　・高齢者力仕事ＳＯＳサービス事業 ０.７億円 (新規) 縮小 (△　０.３億円)　

　・産科医等確保支援補助金 １.０億円 (新規)

　・出産・子育て応援事業 ２.８億円 (新規)

　・高浜クリーンセンター建設事業 １１５.５億円 (＋３４.５億円)

　・労使会館建設事業 ８.５億円 (＋７.４億円)

　・観音山・自然歩道整備事業 ０.３億円 (新規)

　・道路穴ぼこ改修特別整備事業 ２.０億円 (新規) 　・国民健康保険事業特別会計

　・豊岡新駅（仮称）設置事業 １.８億円 (＋１.２億円) 　　保険給付費の増額

　・豊岡経大大橋（仮称）整備事業 １.２億円 (＋０.９億円) 　・介護保険特別会計

　・まちなか小さな公園美化大作戦５か年 ２.５億円 (＋１.５億円)     介護サービス給付費等の増額

　　計画 　・後期高齢者医療特別会計

　・高崎市民スポーツパーク（仮称）整備 １.７億円 (＋１.３億円) 　  保険給付費負担金の増額

　・学校体育館照明のＬＥＤ化 ０.２億円 (新規)

　・学校等給食の食材価格高騰対策 ０.６億円 (新規)

合 計

総予算　２,６８１億１２３万円　　（前年度対比＋１.５％）

 特　　別　　会　　計

小 計

 水道事業会計

 公共下水道事業会計

 一　　般　　会　　計

<各会計別予算>
会 計 別 令 和 ５ 年 度 予 算 額 令 和 ４ 年 度 予 算 額

一般会計は１.３％の増

特別会計は１.９％の増

予 算 規 模

主な終了・縮小事業

1



１　歳入
（単位：千円、％）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

◆  市税は、６３７億３,５６３万円を計上しました。市民税個人は、所得や労働人口の実績等を反映させ前年度対比

１.１％増の２２３億９,３６５万円、市民税法人は、令和４年度の決算見込み及び景気の緩やかな回復基調の継続

を見込み、前年度対比７.７％増の５８億８,０２９万円、固定資産税は、企業の設備投資等の増加を見込み、前年

度対比２.６％増の２６２億６,５２６万円を見込みました。

◆  地方消費税交付金は、消費の伸びや地方財政計画を勘案し、前年度対比８.０％増の９５億円を見込みました。

◆  普通交付税は、令和４年度実績額に地方財政計画を勘案し、前年度対比８.５％増の１１５億円を見込みました。

◆  基金繰入は、 財政調整基金から３９億円（前年度同額）、減債基金から１０億円（前年度同額）のほか、廃棄物

処理施設整備等基金から５.８億円（前年度４.５億円）、新型コロナウイルス緊急経済対策基金から１.６億円（前

年度２.０億円）等を計上しました。

◆  諸収入は、商工業融資資金貸付金元金収入の減額等により、前年度比１９.８％減の１９０億１９４万円を見込み

ました。

◆  市債は、児童相談所整備、高浜クリーンセンター建設及び労使会館建設等により建設等事業債が増額となる

一方、地方財政計画を踏まえ臨時財政対策債の減額を見込み、前年度対比９.５％増の１１８億１,９８０万円とし

ました。

8.7

△ 1.8

△ 0.9

0.1

25.0

6.0

-     

240,000

9,500,000

110,000

900,000法人事業税交付金 0.6

450,000地方特例交付金

0.1

0.1

5.7

360,000

700,000 8.0

-     

760,000     

国有提供施設等所在市町
村助成交付金

27,427 0.0 27,401 0.0

90,000

環境性能割交付金 100,000

0.5 140,000

26

1.5

7.6

△ 50,000 △ 33.3150,000     0.1

0.2

0.1

0.3

0.0

12,400,000

-     -           80,000

900,00010,600,000 6.5 8.5

0.2

18.4

7.3900,000

-           110,000 0.1

-     -           

60.9

△ 5.2

△ 60.0

8,800,000 5.4

△ 27,000

240,000 0.1

1,264,454 0.8

45,000 0.0

1,333,525

18,000

配当割交付金 370,000

38.4 62,193,403 37.9

0.8

0.2

11,500,000

区　　分
令和５年度

伸び率増 減 額

63,735,633

令和４年度

1,542,230

予 算 額 構成比 構成比予 算 額

市　税 2.5

140,000230,000 0.1

△ 69,071

0.0

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

地方譲与税

利子割交付金

国庫支出金 24,723,178 14.9

使用料及び手数料 2,513,023

8.0

80,000

合　　計

寄附金 190,005 0.1

財産収入 380,310

県支出金 10,970,390

分担金及び負担金

交通安全対策特別交付金

うち普通交付税

地方交付税

6.9

6.6

3.7

355,972

13,300,000

-     

-           

-           

166,150,000

うち臨時財政対策債 1,800,000

市　債 11,819,800

0.2 267,422 0.2

0.0 1

3,900,000

繰入金 6,099,871

諸収入 19,001,936

うち財政調整基金繰入金 2.3 2.43,900,000

繰越金 1

△ 4.3

112,888

5.6

1.3100.0 2,130,000

△ 48.61.1 △ 1,700,000

42.2

164,020,000 100.0

7.1

2.1

11.4

9.51,029,300

23,701,801 14.5 △ 4,699,865

3,500,000

6.6

△ 19.8

10,790,500

10,345,840 6.3

0.0

△ 21,8462,534,869 1.5

22,735,076

0.0

△ 272,6896,372,560

△ 6,625362,597 0.2

10,0000.1

1,988,10213.9

624,550

3.9

180,005

一般会計予算の概要

2



２　歳出（目的別）

（単位：千円、％）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

◆  総務費は、庁舎の管理経費や選挙経費などが増加する一方、職員の段階的な定年の引上げに伴う退職手

当などの減少により、前年度対比２億６,５１１万円、１.６％の減額となっています。

◆  民生費は、児童手当や児童扶養手当などが減少する一方、子どものための教育・保育給付費、障害福祉費

や児童相談所整備事業が増加するほか、高校生世代への医療費助成、高齢者力仕事SOSサービス事業の

開始などにより、前年度対比１８億５,３４０万円、３.２％の増額となっています。

◆  衛生費は、高浜クリーンセンター建設事業が増加するほか、産科医等確保支援、出産・子育て応援事業の

開始などにより、前年度対比４２億８,７１７万円、２４.４％の増額となっています。

◆  労働費は、労使会館建設事業などの増加により、前年度対比７億４,０２２万円、２１５.５％の増額となっていま

す。

◆  商工費は、産業立地振興奨励金や事業者用融資に伴う金融機関への預託金などの減少により、前年度対

比４６億２,７３８万円、２０.０％の減額となっています。

◆  土木費は、豊岡新駅（仮称）設置事業や豊岡経大大橋（仮称）整備事業が増加するほか、道路穴ぼこ改修

特別整備事業、まちなか小さな公園美化大作戦５か年計画などを開始する一方、八幡霊園整備事業などの

減少により、前年度対比２,８３５万円、０.２％の減額となっています。

◆  教育費は、学校等給食の食材価格高騰対策や体育館照明のＬＥＤ化などにより、前年度対比１億８,８９２万

円、１.３％の増額となっています。

衛生費 21,822,126 13.1

民生費 60,199,646 36.2

673,574

総務費 16,079,317 9.7 16,344,424

区　　分
令和５年度

議会費 681,263 0.4

伸び率
予 算 額 構成比 予 算 額 構成比

増 減 額
令和４年度

10.0

35.6

2,684,542

1.1

3.2

7,689

1,853,396

△ 265,107

0.4

△ 1.6

58,346,250

24.4

2,653,430 31,1121.61.6

1,083,723 0.7

1.2

215.5343,508

17,534,961 10.7 4,287,165

労働費 740,215

14.1

0.2

農林水産業費

6.9

14,325,936 1.3

土木費 11,422,340

2.84,599,019 4,638,730

11,450,687

△ 20.0商工費 23,116,16118,488,785 11.1

△ 0.2

△ 0.9

8.7

20.05

教育費 14,514,858

災害復旧費 6 0.0 0.0

△ 28,347

△ 4,627,376

7.0

△ 39,711

188,922

2.8

合　　計 166,150,000 100.0 164,020,000

消防費

8.7

14,292,334公債費

予備費 300,000 0.2 300,000

14,274,375 8.6 8.7

0.2 -        

△ 17,959

100.0 2,130,000

1

1.3

-           

△ 0.1

3



３　歳出（性質別）

・ 人件費、扶助費、公債費の義務的経費…７５０億９,４６３万円、前年度対比０.４％の増

・ 建設事業などの投資的経費…２０７億８,０６４万円、前年度対比３１.４％の増

（単位：千円、％）

◆  人件費は、職員数や選挙経費などが増加する一方、職員の段階的な定年の引上げに伴う退職手当の減

少などにより、前年度対比１億６,２３３万円、０.７％の減額となっています。

◆  扶助費は、児童手当や児童扶養手当が減少する一方、障害福祉費の増加や高校生世代への医療費助

成の開始などにより、前年度対比４億９,２２６万円、１.４％の増額となっています。

◆  普通建設事業は、児童相談所、労使会館の建設工事の開始や高浜クリーンセンター建設工事費の増加

などにより、前年度対比４９億６,２３７万円、３１.４％の増額となっています。

◆  物件費は、市有施設の光熱水費などの増加、高齢者力仕事SOSサービス事業やまちなか小さな公園美

化大作戦５か年計画の開始などにより、前年度対比９億１,４４８万円、４.３％の増額となっています。

◆  補助費等は、産業立地振興奨励金や公共下水道事業負担金などが減少する一方、後期高齢者医療広

域連合への負担金の増加、産科医等確保支援、出産・子育て応援事業の開始などにより、前年度対比

６億４,４９１万円、３.２％の増額となっています。

◆  繰出金は、介護保険特別会計や後期高齢者医療特別会計における保険給付費の増加などにより、前年

度対比１億１３６万円、１.１％の増額となっています。

△ 8.9

合　　計 166,150,000 100.0 164,020,000 100.0 2,130,000 1.3

⑤その他 2,037,017 1.2 2,235,523 1.4 △ 198,506

△ 22.8

④繰出金 9,173,539 5.5 9,072,178 5.5 101,361 1.1

③貸付金 15,618,987 9.4 20,225,570 12.3 △ 4,606,583

4.3

②補助費等 21,044,351 12.7 20,399,445 12.5 644,906 3.2

①物件費 22,400,831 13.5 21,486,353 13.1 914,478

20.0

(3)その他経費 70,274,725 42.3 73,419,069 44.8 △ 3,144,344 △ 4.3

②災害復旧事業 6 0.0 5 0.0 1

3.8

県営事業負担金 280,358 0.2 234,828 0.1 45,530 19.4

国直轄事業負担金 13,500 0.0 13,000 0.0 500

68.9

単独事業 7,715,735 4.6 8,010,557 4.9 △ 294,822 △ 3.7

補助事業 12,771,044 7.7 7,559,887 4.6 5,211,157

31.4

①普通建設事業 20,780,637 12.5 15,818,272 9.6 4,962,365 31.4

(2)投資的経費 20,780,643 12.5 15,818,277 9.6 4,962,366

1.4

③公債費 14,274,375 8.6 14,292,334 8.7 △ 17,959 △ 0.1

②扶助費 36,663,814 22.1 36,171,550 22.1 492,264

0.4

①人件費 24,156,443 14.5 24,318,770 14.8 △ 162,327 △ 0.7

(1)義務的経費 75,094,632 45.2 74,782,654 45.6 311,978

区　　分
令和５年度 令和４年度

増 減 額 伸び率
予 算 額 構成比 予 算 額 構成比

4



４　その他の資料

（１）地方税の推移（見込み）

※30年度から3年度までは決算額　 ※4年度・5年度は当初予算額

（２）地方交付税の推移

※30年度から3年度までは決算額　 ※4年度の普通交付税は当初決定額

※5年度は当初予算額　    

0

50

100

150

200

250

30年度 元 2 3 4 5

48 39 38

84

34 18

20
21 19

20

18
18

114 115 115

129

118 115

億円

普通交付税

特別交付税

臨時財政対策債

16.0 16.2 16.6 
17.4 

18.1 18.4 

国の予算（兆円）

0

100

200

300

400

500

600

700

30年度 元 2 3 4 5

33 34 33 35 35 36
25 25 25 26 25 2629 30 30 29 29 31

249 254 258 251 256 263

66 65 52 57 55 59

216 218 222 222 222 224

億円

事業所税

市民税個人

市民税法人

固定資産税

都市計画税

その他の税

5



（３）実質公債費比率と市債現在高（見込み）〔普通会計〕

※26年度から3年度までは決算額 ※4年度は決算見込額

※5年度は当初予算での推計値

（４）基金の状況

※29年度から3年度までは決算額 ※4年度は決算見込額

※元年度に基金が減少しているのは、台風19号被害への対応によるものです。

※3年度に減債基金が増加しているのは、3年度臨時財政対策債の償還分（23億円）の

　積立によるものです。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

26年度 27 28 29 30 元 2 3 4 5

771 756 793 806 853 906 880 861 871 889

584 608 620 629 633 624 611 643 623 588

1,355 1,364 1,413 1,435 1,486 1,530 1,491 1,504 1,494 1,477

億円

臨時財政対策債

建設等事業債

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120

29年度 30 元 2 3 4

73 66

44
54 52

66

13
11

10

11

40

47

億円

減債基金

財政調整基金

7.0%
6.4% 6.1% 6.0% 5.8% 5.5%

4.9% 4.5% 4.3% 4.6%

実質公債費比率
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【令和5年度当初予算の主要事業】

《教育と人づくり》

千円
(１) くらぶち英語村運営事業

　全国の小中学生を対象に、倉渕地域の豊かな自然環境、農山村の
生活文化及び歴史的資源を活用し、生きた英語に囲まれた環境の中
で集団生活及び自然体験を行う山村留学を実施する。

(２) 英語教育指導事業
　市内の全小中学校にＡＬＴ（外国語指導助手）を配置し、英語教
育の充実を図る。また、中学２年生を対象に英語４技能テストを実
施し、英語力をバランスよく育成するための指導に活かす。　

(３) スクールソーシャルワーカー活用事業
　不登校対策としてスクールソーシャルワーカーの人員を確保し、
社会福祉面から問題を抱えている児童生徒とその家族への支援の強
化を図る。

(４) ヤングケアラーＳＯＳサービス事業
　家事やきょうだいの世話、家族の介護等をする中学生・高校生の
負担軽減を図るため、家事や介護等に係る支援を行う。

(５) 学校施設維持補修等の推進
　学校施設の環境改善を図るため、トイレの洋式化や外壁改修工事

　・トイレ洋式化工事
　・外壁改修工事
　・体育館照明ＬＥＤ化工事
　・その他、既存施設の維持補修工事

(６) 学校体育館への空調設備設置
　学校体育館へ空調設備を設置することにより、学校活動における
熱中症等の健康被害を防ぐとともに、災害時における避難者の生活
環境の改善を図る。

(７) 学校等給食事業
　急激な食材価格の高騰に伴い、保護者負担が増加しないよう給食
材料費の高騰分を公費で負担する。

(８) 小・中学校の楽器購入を拡充
　小・中学校における楽器の補充や更新を推進することにより、
音楽に親しむ教育環境を充実させ、多様な音楽活動を支援する。

(９) ＧＩＧＡスクール構想の推進 297,008
　小・中・特別支援学校等に配備する児童生徒１人１台のタブレッ
ト端末を利活用し、授業における学習内容をより深化・定着させる
よう学習活動の充実を図る。

(10) 高崎経済大学の運営支援 610,000
　学生の海外留学支援や特別講義の開催、修学支援制度による授業
料及び入学料減免等の大学運営に係る経費を支援する。

に重点的に取り組むとともに、体育館照明ＬＥＤ化等の工事を行う。

134,000

30,000

61,000

事 業 ・ 概 要 予　算　額

172,739

395,097

24,701

458,662

97,649

150,000千円
73,000千円

215,662千円
20,000千円
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《産業の振興》

千円
(１) 高崎ブランド・シティプロモーションの推進

　本市の地域資源を効果的に発信することで、知名度、ブランド力
の向上を図るシティプロモーション事業を行う。

(２) 中小企業就職奨励金
　市内中小企業の人材確保や若者の市内定着等の促進を図るため、
市内中小企業に就職した29歳以下の市民に対し、市内限定で利用で
きる電子地域通貨（高崎通貨）を活用して奨励金を交付する。

(３) 労使会館建設事業
　老朽化が進んだ労使会館を解体し、勤労者福祉の一層の充実や住
民の健康維持・増進を図るため、体育館機能を加えた新たな施設を
整備する。

(４) 農業の振興（地産多消の推進）
・農業者新規創造活動事業補助 150,000千円
　　新品種・新商品の開発や商工業者と連携した６次産業化の推進
　のほか、市内産農畜産物の販路拡大に向けた取り組みに挑戦する
　農業者を総合的に支援する。
・農地再生推進事業補助 72,000千円
・かがやけ新規就農者応援給付金 20,000千円

(５) 国際施策の振興
　本市に設置されたジェトロ群馬貿易情報センター及びジャイカ
東京高崎分室の運営経費等の一部を負担し、市内事業者や生産者
の海外展開や国際貢献事業への挑戦を支援する。

(６) 地元企業への支援策
・中小企業経営安定化助成 840,000千円
・職場環境改善事業 100,000千円
・まちなか経済情報センター事業 11,790千円
・中小企業者資格取得支援事業 10,000千円
・まちなか商店リニューアル助成 300,000千円
・飲食店衛生向上リニューアル特別助成 50,000千円
・住環境改善助成 100,000千円

(７) ビジネス誘致の推進
　市内への企業誘致の促進や市内企業の定着を推進するための取り
組みを支援する。
・高崎シティプロモーション事業補助 30,000千円
・産業立地振興奨励金 431,348千円
・ビジネス立地奨励金 34,000千円

242,000

100,000

848,801

予　算　額

60,000

事 業 ・ 概 要

1,411,790

76,000

495,348
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《文化・スポーツの振興と歴史を活かした創造的な高崎》

千円
(１) 文化事業の振興

　芸術文化活動の育成・促進や地域の文化活動を支援し、賑わいを
創出する。
・まちなか音楽活動助成事業補助 10,000千円
・全国アマチュアミュージシャンフェスティバル開催補助

30,000千円
・その他各種開催補助等 259,028千円

(２) スポーツの振興
・スポーツイベント等開催支援 152,774千円
・高崎市民スポーツパーク（仮称）の整備 170,818千円

　旧高崎市民ゴルフ場を様々なスポーツに親しむことの出来る
施設（スポーツグラウンド等）に改修する。

(３) 歴史を活かしたまちづくり 224,138
・「世界の記憶」上野三碑の保存活用 42,916千円

　上野三碑の維持管理を行うとともに、地域のボランティア団体
と連携し、周知啓発のための事業を行う。

・榛名神社保存修理事業補助 21,000千円
・史跡の保存整備および発掘調査 160,222千円

事 業 ・ 概 要 予　算　額

299,028

323,592
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《やさしい眼差しに満ちた市政》

千円
(１) 子育て関連支援

・子育てＳＯＳサービス事業 32,394千円
・子ども医療費助成の拡大（高校生世代まで） 1,681,376千円
・保育所入所待機解消支援事業 114,000千円
・保育所等施設整備事業 192,318千円
・病児・病後児保育や一時預かり保育の支援 268,382千円
・保育・介護人材確保事業 54,300千円
・「気になる子」支援 60,358千円
・放課後児童クラブの充実 900,091千円

(２) 児童相談所整備事業
　年々増加する児童虐待事案に迅速に対応するため、児童相談所の
開設に向けた施設整備をする。

(３) 福祉の充実
・障害者支援ＳＯＳセンターの運営 18,650千円
・障害者農業就労施設整備事業 50,755千円
・おとしよりぐるりんタクシーの運行 260,134千円
・高齢者力仕事ＳＯＳサービス事業 66,009千円
・介護ＳＯＳサービス事業 89,997千円
・高齢者等あんしん見守りシステムの充実 410,837千円
・高齢者あんしんセンターの運営 604,370千円

(４) 救急医療体制の充実
・救急患者の受入促進 80,000千円
・救急患者受入体制整備支援 55,000千円
・脳卒中患者受入体制強化 40,000千円
・心疾患患者受入強化 10,000千円
・高崎総合医療センター新病棟整備支援 200,000千円

(５) 小児救急医療体制の充実
・小児救急医療体制整備補助 21,500千円
・夜間小児救急医療体制の確保 10,880千円
・小児救急医師の確保 13,389千円

(６) 産科医等確保の支援
　恒常的に不足している産科医等の確保を支援し、安心して子ども
を産み育てられる環境整備を推進する。

(７) 母子保健事業の充実
・妊婦健康診査特別助成 25,500千円
・産婦健康診査・産後ケア事業 30,670千円
・不妊・不育症等治療費助成 215,000千円
・小児慢性特定疾病医療費等特別助成 4,834千円
・出産・子育て応援事業 283,889千円

(８) がん対策事業の推進
・がん検診事業 443,342千円
・医療用ウィッグ等購入費補助 6,000千円

(９) 新型コロナウイルス感染症への対策
・医療提供体制整備補助 122,845千円
・夜間休日急病診療所の強化 30,213千円
・新型コロナウイルス病原体検査 118,750千円
・感染症入院患者医療費助成 70,000千円

事 業 ・ 概 要 予　算　額

341,808

100,000

709,954

3,303,219

1,500,752

385,000

45,769

559,893

449,342
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《合併した地域の個性を活かした魅力づくり》

千円
(１) 箕郷多目的運動場（仮称）の整備

　高齢者をはじめ多世代の人が気軽に運動できる施設として、地域
の防災拠点機能も兼ね備えた多目的運動場を整備する。

(２) 鳴沢湖遊歩道トイレの設置
　観光客に利便性の向上を図るため、水湿植物園の駐車場に常設
トイレを設置する。

(３) 榛名地域スポーツ振興
・榛名山ヒルクライムｉｎ高崎 31,000千円
・榛名湖リゾート・トライアスロンｉｎ群馬 3,500千円
・榛名湖マラソン 5,000千円

(４) 倉渕・榛名・吉井地域への移住・定住を促進

(５) 市内全域の道路の維持・補修
・道路補修工事 333,000千円
・支所地域維持補修工事 180,000千円

《安心・安全な地域社会づくり》

千円
(１) 防災対策事業の推進

・緊急排水ポンプの設置（吉井地域１箇所） 90,212千円
・自主防災組織への支援 21,200千円

(２) 道路穴ぼこ改修特別整備
　健全な道路環境を保持し、市民生活の安心安全を確保するために
緊急舗装工事を５か年で集中的に実施する。

(３) 交通安全対策
・通学路緊急安全対策工事 20,000千円
・交通安全施設整備事業 112,000千円

(４) 高浜クリーンセンター建設事業
　施設の建設及びプラント設備工事を進める。
　　建設等工事、建設等工事施工監理委託、プラント設備工事、
　プラント設備工事施工監理委託など

(５) 地域新電力会社設立の準備
　現在建設中の新高浜クリーンセンター内で発電される電力を市有
施設等に供給する地域新電力会社設立の準備を進める。

(６) 高齢者等のごみ出し支援
　自身でのごみ出しが困難な高齢者世帯等を対象に、戸別訪問によ
るごみ収集を実施する。

(７) 区長報酬等の増額
・区長報酬 141,626千円
・民生委員児童委員協議会補助金 86,903千円
・環境保健委員報酬 67,978千円

予　算　額

10,000

22,500

11,546,302

事 業 ・ 概 要

14,640

39,500

100,000

513,000

事 業 ・ 概 要 予　算　額

296,507

111,412

200,000

132,000

122,220
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《大勢の人が歩き、賑わう街》

千円
(１) 中心市街地の活性化と観光施策の拡充

・お店ぐるりんタクシーの運行 37,830千円
・まつり等開催補助 69,000千円

引き続きまちなかの活性化を図る。
・「高崎じまん」等への支援 142,240千円
・高崎の食発信事業 60,000千円

　首都圏等で開催される食イベントへの出展など

(２) 堤ヶ岡飛行場跡地地区まちづくり基本調査
　堤ヶ岡飛行場跡地地区の活用に向けた基本調査の実施及び都市計
画マスタープランを策定する。

(３) 豊岡新駅（仮称）設置事業
　公共交通網の強化と地域住民の利便性向上のため、ＪＲ信越本線
北高崎駅・群馬八幡駅間の新駅設置に向けた設計及び工事を行う。

(４) 豊岡経大大橋（仮称）整備事業
　地域住民の利便性向上のため、上豊岡町から下小塙町を結ぶ新た
な橋りょう設置に向けた設計を行う。

(５) 市街地再開発事業
・高崎駅東口栄町地区第一種市街地再開発 5,000千円
・宮元町第二地区優良建築物等整備 113,200千円
・連雀町地区優良建築物等整備 121,000千円

(６) 高崎芸術劇場・高崎アリーナ企画誘致事業
　高崎芸術劇場や高崎アリーナを中心として開催される文化芸術公
演やスポーツ大会等の誘致を推進する。

(７) まちなか小さな公園美化大作戦５か年計画
　街中にある小さな公園を計画的に美化することにより、地域住民
の憩いの場となるよう整備を行う。

(８) 烏川かわまちづくり整備
　烏川と街中との回遊性を高め、更なる水辺空間の魅力向上や高崎
産フルーツなど農産物のブランド化を図るため、主に榛名地域の果
物を提供するフルーツカフェの整備に向けた設計を行う。

(９) 空き家緊急総合対策助成
　老朽化した空き家の解体費用や地域住民が気軽に利用できるサロ
ンとして活用する場合の改修費などに助成する。

　高崎まつり補助、山車まつり補助及び高崎だるま市の開催など、

309,070

26,775

120,700

事 業 ・ 概 要 予　算　額

239,200

100,000

187,560

251,598

29,430

176,249
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